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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公開番号】特開2019-207995(P2019-207995A)
【公開日】令和1年12月5日(2019.12.5)
【年通号数】公開・登録公報2019-049
【出願番号】特願2018-109773(P2018-109773)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/77     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/79     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/66     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/80     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/77     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/79     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/61     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/66     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月24日(2021.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４３０ｎｍ以上４７０ｎｍ以下の範囲内に発光ピーク波長を有する発光素子と、前記発
光素子からの光により励起されて発光する、第一蛍光体及び第二蛍光体を含有する蛍光体
を含む蛍光部材と、を備え、前記発光素子の光と前記蛍光体の光による混色光のＪＩＳ　
Ｚ８７２５に準拠して測定される相関色温度が１５００Ｋ以上１１０００Ｋ以下の範囲で
あり、
　前記混色光のＣＩＥ１９３１色度図上の黒体放射軌跡からの偏差であり、ＪＩＳ　Ｚ８
７２５に準拠して測定される色偏差ｄｕｖが、１５００Ｋ以上１１０００Ｋ以下の相関色
温度において、０を超えて０．０２以下の範囲であり、
　下記式（３）により算出される誘虫性指数Ｉ０の１００％に対して、下記式（１）によ
り算出される誘虫性指数Ｉが５０％以上９９％以下であるか、又は、下記式（４）により
算出される誘虫性指数Ｉ０の１００％に対して、下記式（２）より算出される誘虫性指数
Ｉが５０％以上９９％以下である、発光装置。
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（前記式（１）又は（２）中、Ｉは発光装置から発せられる混色光の誘虫性指数であり、
Ｐ（λ）は発光装置から発せられる混色光の波長に対する分光分布強度であり、Ｓ（λ）
は昆虫の波長に対する分光視感効率であり、Ｖ（λ）はヒトの波長に対する標準分光視感
効率である。）
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
（前記式（３）又は（４）中、Ｉ０は色偏差ｄｕｖが０である発光装置から発せられる混
色光の誘虫性指数であり、Ｐ０（λ）は色偏差ｄｕｖが０である発光装置から発せられる
混色光の波長に対する分光分布強度であり、Ｓ（λ）は昆虫の波長に対する分光視感効率
であり、Ｖ（λ）はヒトの波長に対する標準分光視感効率である。）
【請求項２】
　前記色偏差ｄｕｖが、０．０１以上０．０２以下である、請求項１に記載の発光装置。
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【請求項３】
　前記発光装置の平均演色評価数Ｒａが６０以上である、請求項１又は２に記載の発光装
置。
【請求項４】
　前記第一蛍光体が、前記発光素子からの光により励起されて５３０ｎｍ以上５８０ｎｍ
以下の範囲に少なくとも一つの発光ピーク波長を有する、請求項１から３のいずれか１項
に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記第一蛍光体が、（１ａ）Ｃｅで賦活される希土類アルミン酸塩蛍光体、（１ｂ）Ｃ
ｅで賦活される希土類シリコンナイトライド系蛍光体、（１ｃ）Ｃｅで賦活されるスカン
ジウム塩蛍光体、（１ｄ）Ｃｅで賦活されるスカンジウムケイ酸塩蛍光体、（１ｅ）Ｅｕ
で賦活されるアルカリ土類金属アルミン酸塩蛍光体、及び（１ｆ）Ｃａ、Ｍｇ及びＣｌを
組成に含み、Ｅｕで賦活されるケイ酸塩蛍光体からなる群から選択される少なくとも一種
の蛍光体を含む、請求項１から４のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記第一蛍光体が、下記式（Ｉ）で表される組成を有する希土類アルミン酸塩蛍光体、
下記式（II）で表される組成を有する希土類シリコンナイトライド系蛍光体、下記式（II
I）で表される組成を有するスカンジウム塩蛍光体、下記式（IV）で表される組成を有す
るスカンジウムケイ酸塩蛍光体、下記式（V）で表される組成を有するアルカリ土類金属
アルミン酸塩蛍光体、及び下記式（VI）で表される組成を有するケイ酸塩蛍光体からなる
群から選択される少なくとも一種の蛍光体を含む、請求項１から５のいずれか１項に記載
の発光装置。
　（Ｌｕ，Ｙ，Ｇｄ，Ｔｂ）３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ　　　（Ｉ）
　（Ｌａ,Ｃｄ,Ｙ）３（Ａｌ,Ｓｉ）６Ｎ１１：Ｃｅ　　　（II）
　ＣａＳｃ２Ｏ４：Ｃｅ　　　（III）
　Ｃａ３Ｓｃ２Ｓｉ３Ｏ１２：Ｃｅ　　　（IV）
　（Ｓｒ,Ｃａ,Ｂａ）４Ａｌ１４Ｏ２５：Ｅｕ　　　（V）
　（Ｃａ,Ｓｒ,Ｂａ）８ＭｇＳｉ４Ｏ１６（Ｆ,Ｃｌ,Ｂｒ）２：Ｅｕ　　　（VI）
【請求項７】
　前記第二蛍光体が、前記発光素子からの光により励起されて６００ｎｍ以上６７０ｎｍ
以下の範囲に少なくとも一つの発光ピーク波長を有する、請求項１から６のいずれか１項
に記載の発光装置。
【請求項８】
　前記第二蛍光体が、（２ａ）Ｓｒ及びＣａから選ばれる少なくとも一種の元素とＡｌを
組成に含み、Ｅｕで賦活されるシリコンナイトライド系蛍光体、（２ｂ）Ｅｕで賦活され
るアルカリ土類金属シリコンナイトライド系蛍光体、（２ｃ）Ｋ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｒｂ、Ｃ
ｓ及びＮＨ４

＋からなる群から選択される少なくとも一種と、第４族元素及び第１４族元
素からなる群から選択される少なくとも一種の元素を組成に含み、Ｍｎで賦活されるフッ
化物蛍光体、及び（２ｄ）Ｍｎで賦活されるフルオロジャーマネート蛍光体からなる群か
ら選択される少なくとも一種の蛍光体を含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の発
光装置。
【請求項９】
　前記第二蛍光体が、下記式（i）で表される組成を有するシリコンナイトライド系蛍光
体、
下記式（ii）で表される組成を有するアルカリ土類金属シリコンナイトライド系蛍光体、
下記式（iii）で表される組成を有するフッ化物蛍光体、及び下記式（iv）で表される組
成を有するフルオロジャーマネート蛍光体からなる群から選択される少なくとも一種の蛍
光体を含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の発光装置。
　（Ｃａ１－ｓ－ｔＳｒｓＥｕｔ）ｘＡｌｕＳｉｖＮｗ　　　（i）
（式（i）中、ｓ、ｔ、ｕ、ｖ、ｗ及びｘは、それぞれ０≦ｓ≦１．０、０＜ｔ＜１．０
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、０＜ｓ＋ｔ＜１．０、０．８≦ｘ≦１．０、０．８≦ｕ≦１．２、０．８≦ｖ≦１．２
、１．９≦ｕ＋ｖ≦２．１、２．５≦ｗ≦３．５を満たす数である。）
　（Ｃａ１－ｐ－ｑ－ｒＳｒｐＢａｑＥｕｒ）２Ｓｉ５Ｎ８　　　（ii）
（式（ii）中、ｐ、ｑ及びｒは、０≦ｐ≦１．０、０≦ｑ≦１．０、０＜ｒ＜１．０及び
ｐ＋ｑ＋ｒ≦１．０を満たす数である。）
　Ａ２［Ｍ１

１－ｇＭｎ４＋
ｇＦ６］　　　（iii）

（式（iii）中、Ａは、Ｋ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｒｂ、Ｃｓ及びＮＨ４
＋からなる群から選択さ

れる少なくとも１種であり、Ｍ１は、第４族元素及び第１４族元素からなる群から選ばれ
る少なくとも１種の元素であり、ｇは０＜ｇ＜０．２を満たす数である。）
　（ｉ-ｊ）ＭｇＯ・（ｊ/２）Ｓｃ２Ｏ３・ｋＭｇＦ２・ｍＣａＦ２・（１-ｎ）ＧｅＯ

２・（ｎ/２）Ｍ３
２Ｏ３：ｚＭｎ４+　　　（iv）

（式（iv）中、Ｍ３はＡｌ、Ｇａ及Ｉｎからなる群から選択される少なくとも１種であり
、ｉ、ｊ、ｋ、ｍ、ｎ及びｚはそれぞれ、２≦ｉ≦４、０≦ｊ＜０．５、０＜ｋ＜１．５
、０≦ｍ＜１．５、０＜ｎ＜０．５、及び０＜ｚ＜０．０５を満たす数である。）
【請求項１０】
　前記第一蛍光体に対する前記第二蛍光体の質量比率（第二蛍光体／第一蛍光体）が、０
．００５以上０．２７以下の範囲内である、請求項１から９のいずれか１項に記載の発光
装置。
【請求項１１】
　前記第一蛍光体が、（Ｌｕ，Ｙ，Ｇｄ，Ｔｂ）３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅで表さ
れる組成を有する希土類アルミン酸塩蛍光体を含み、前記第二蛍光体が、（Ｓｒ,Ｃａ）
ＡｌＳｉＮ３：Ｅｕで表される組成を有するシリコンナイトライド系蛍光体を含む、請求
項１から１０のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項１２】
　４３０ｎｍ以上４７０ｎｍ以下の範囲内に発光ピーク波長を有する発光素子と、
　前記発光素子からの光により励起されて発光する、第一蛍光体及び第二蛍光体を含む蛍
光体と、樹脂と、を含む蛍光部材用組成物と、を準備することと、
　前記蛍光部材用組成物を硬化させることによって、前記発光素子上に蛍光部材を形成す
ることを含み、
　発光装置は、前記発光素子の光と前記蛍光体の光による混色光のＪＩＳ　Ｚ８７２５に
準拠して測定される相関色温度が１５００Ｋ以上１１０００Ｋ以下の範囲であり、
　前記混色光のＣＩＥ１９３１色度図上の黒体放射軌跡からの偏差であり、ＪＩＳ　Ｚ８
７２５に準拠して測定される色偏差ｄｕｖが、１５００Ｋ以上１１０００Ｋ以下の相関色
温度において、０を超えて０．０２以下の範囲であり、
　下記式（３）により算出される誘虫性指数Ｉ０の１００％に対して、下記式（１）によ
り算出される誘虫性指数Ｉが５０％以上９９％以下であるか、又は、下記式（４）により
算出される誘虫性指数Ｉ０の１００％に対して、下記式（２）より算出される誘虫性指数
Ｉが５０％以上９９％以下である、発光装置の製造方法。
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（前記式（１）又は（２）中、Ｉは発光装置から発せられる混色光の誘虫性指数であり、
Ｐ（λ）は発光装置から発せられる混色光の波長に対する分光分布強度であり、Ｓ（λ）
は昆虫の波長に対する分光視感効率であり、Ｖ（λ）はヒトの波長に対する標準分光視感
効率である。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
（前記式（３）又は（４）中、Ｉ０は色偏差ｄｕｖが０である発光装置から発せられる混
色光の誘虫性指数であり、Ｐ０（λ）は色偏差ｄｕｖが０である発光装置から発せられる
混色光の波長に対する分光分布強度であり、Ｓ（λ）は昆虫の波長に対する分光視感効率
であり、Ｖ（λ）はヒトの波長に対する標準分光視感効率である。）
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